
【取組内容●】 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながる社会科授業（水産業）

静岡市立両河内小中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

授業をゴールを定め、個々のペースに合わせた学習展開

社会科の授業では、旅行会社や地元で働いている人になりきるといっ
たパフォーマンス課題を設定し、スライドを活用して水産業の課題、解
決するためにどのような工夫をしているのかなどを個々のペースに合わ
せた学習を計画して行った。
まず、日本で獲れる魚、獲れる場所について全体で共有し水産業につ

いての関心を引き出した。その後、個人で興味のあることを中心に学び
を進め、調べていく中で疑問に思うこと、気になることをさらに追及し
ていくようにした。どんな魚がとれるのか気になる児童は詳しく写真を
使ってまとめ、サンマがどのようにして私たちのもとに届くのかについ
て興味がある児童は、そのことを中心にまとめていた。最終的にどんな
課題がありどんな工夫をしているのかについて自分の考えや調べたこと
をまとめ、プレゼン形式で全体共有した。

【獲れる魚について興味をもった児童のスライド】

【さんまが届くまでの過程を調べた児童のスライド】

【課題と工夫をまとめた児童のスライド】


